
   

  

 

 

■定義 

閲覧された病理レポート数 
× 100 ＝ 病理レポートの閲覧率 

病理レポートの全件数 

■指標の解説 

 病理レポートには病気の診断、治療方針の決定、経過観察に必要な情報が含まれています。医

療従事者が病理レポートを閲覧していることは、患者さんの治療方針を考える際に重要な指標と

なります。 

■改善活動 
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病理レポート閲覧率 100％維持 

 

（活動計画） 

・病理診断結果報告書の既読確認 

・病理診断結果報告書の未読リストを各診療科部

長宛てに直接送付し、確認を依頼 

C 

・診療科および月別の病理細胞診断・組織診断報告

書の既読率と未読件数の調査を確実に実施。 

・未読リストを各診療科部長に送付し、病理診断報

告書を確認するように依頼している。 

・最終的に診断報告書の既読率が 100％になってい

ることを継続的に確認している。 

(上半期) 

9 月までは閲覧率 100％維持できているため、継

続実施していく。 

 

(年度末) 

・全診療科の協力を得ながら、月別の病理診断

報告書の既読が最終的に 100％になっている

ことを確認できている。 

 

(下半期) 

・モニタリングの継続 

 

(年度末) 

・現在実施している月別の病理診断報告書の未

読数の把握、未読の確認依頼、最終的な

100％既読確認を継続的に実施していく。 


